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より、ループ解析のシミュレーションをJ-1の θi=0.156rad のレベルで試みたものを図21に示す。ここで、ル

ープ解析のパラメータは(5)〜(7)式より決まる ηu＝1.5、ηd＝11、α＝0.42を用いた。なお、図21のEPMは復元

力特性のスケルトンカーブの弾塑性パステルナーク・モデル(EPM)によるシミュレーション結果1)である。 

このようにして、スケルトンカーブの EPM のシミュレーションとループ解析のシミュレーションを組み

合わせることにより、繰り返しの復元力特性のシミュレーションが原理的に可能になる。 
 

５．まとめと今後の課題 

 

本研究では、楔、テフロンの有無を含めた十字型通し貫仕口の復元力特性の繰り返しによる復元力特性の

解明を主な目的として、新たに基礎的な実験として、実験3と実験4の2つのシリーズの回転めり込みの繰り

返し載荷実験を行い、繰り返し載荷による復元力特性のループの主な特徴をループ解析による実験式により

定量的に明らかにした。また、復元力特性のループにおいて、回転めり込みと摩擦抵抗を分離、抽出を行い、

通し貫仕口の復元力特性における摩擦の効果を明らかにした。これにより、地震応答解析等に適用できる繰

り返しによる復元力特性の定式化に向けた基本的な道筋を示した。引き続き定式化の検討を行うとともに、

ループ解析のパラメータを今後さらに充実させるためにデータの蓄積を図りたい。  
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付 録 １ ： 圧 縮 ジ グ の 圧 縮 変 位 と 荷 重 か ら モ ー メ ン ト を 求 め る 。 鉛 直 圧 縮 変 位 の と き 、

鉛 直 荷 重 に 対 し 、 水 平 荷 重 成 分 が 付 加 さ れ て 載 荷 板 の 回 転 角 と モ ー メ ン ト の 関 係 を 求 め る 。
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な お 、 引 張 の 場 合 は 同 様 に 以 下 の 式 が 得 ら れ る 。

た だ し 、

付 録 ２ ： 実 験 の 実 測 荷 重 と 変 位 よ り 、 載 荷 点 の 試 験 体 に か か る

質 量 を と す る と 、 補 正 後 の 荷 重 ’ は

’ に よ り 得 ら れ る 。 こ こ で 、 、重 力 の 加 29 .8 m /s 1 0 0 0 m mg H速 度 ： 、 で あ る 。
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